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第 1 章

最初にお読みください

Cisco IOS XE 16に関する重要な情報

現行のCisco IOSXERelease 3.7.0E（Catalystスイッチング用）およびCisco IOSXERelease 3.17S
（アクセスおよびエッジルーティング用）の2つのリリースは、単一バージョンのコンバージ
ドリリースCisco IOSXE16に進化（マージ）しました。これにより、スイッチングおよびルー
ティングポートフォリオにおける広範なアクセス製品およびエッジ製品を1つのリリースでカ
バーします。

機能情報

機能のサポート、プラットフォームのサポート、およびシスコソフトウェアイメージのサポー

トに関する情報を検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco.comのアカウン
トは必要ありません。

参考資料

• Cisco IOSコマンドリファレンス、すべてのリリース

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート

•シスコからタイムリーな関連情報を受け取るには、Cisco Profile Managerでサインアップ
してください。

•重要な技術によりビジネスに必要な影響を与えるには、シスコサービスにアクセスしてく
ださい。

•サービスリクエストを送信するには、シスコサポートにアクセスしてください。

•安全で検証済みのエンタープライズクラスのアプリケーション、製品、ソリューション、
およびサービスを探して参照するには、Cisco Marketplaceにアクセスしてください。

•一般的なネットワーキング、トレーニング、認定関連の出版物を入手するには、CiscoPress
にアクセスしてください。

•特定の製品または製品ファミリの保証情報を探すには、Cisco Warranty Finderにアクセス
してください。
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第 2 章

リンク効率メカニズムの概要

Cisco IOSソフトウェアでは、ネットワークトラフィックの遅延とジッタを低減することを目
的とした、いくつかのリンク層効率メカニズムまたは機能（後述）が提供されています。これ

らのメカニズムはキューイングおよびフラグメンテーションと連携し、アプリケーションの

サービスレベルの効率と予測可能性を高めます。

この章では、リンク層効率メカニズムについて簡単に説明します。

•機能情報の確認（3ページ）
•マルチリンク PPP（3ページ）
•ヘッダー圧縮（4ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

マルチリンク PPP
マルチリンクPPP（「MLP」または単に「マルチリンク」とも呼ばれます）は、最も高いレベ
ルで、複数の論理データリンクにまたがってパケットインターリーブ、パケットフラグメン

テーション、パケットのシーケンス変更を行います。パケットインターリービング、パケット

フラグメンテーション、およびパケットのシーケンス変更は、ネットワークリンク上でリアル

タイムパケット（音声パケットなど）を送信するために必要な、高速な転送時間に対応するた

めに使用します。マルチリンクは、低速なネットワークリンク（つまり、リンク速度が 768
kbps以下のネットワークリンク）で特に有効です。
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ネットワーク上で Quality of Service（QoS）を提供する場合のマルチリンクの機能の詳細につ
いては、『Reducing Latency and Jitter for Real-Time Traffic Using Multilink PPP』モジュールを参
照してください。

ヘッダー圧縮
ヘッダー圧縮は、パケットの IPヘッダーを圧縮してからパケットを送信するメカニズムです。
ヘッダー圧縮によりネットワークのオーバーヘッドが減少し、Real-Time Transport Protocol
（RTP）パケットと伝送制御プロトコル（TCP）パケットの転送が高速になります。ヘッダー
圧縮により、RTPパケットまたは TCPパケットを転送するときに消費される帯域幅も削減さ
れます。

シスコでは、RTPヘッダー圧縮（RTPパケットに使用）およびTCPヘッダー圧縮（TCPパケッ
トに使用）の 2種類の基本的なヘッダー圧縮機能を提供しています。

ヘッダー圧縮の詳細については、『Header Compression』モジュールを参照してください。
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マルチリンクPPP（MLP）を使用したリア
ルタイムトラフィックに対する遅延とジッ

タの低減

このモジュールでは、ネットワーク上のリアルタイムトラフィック向けに遅延とジッタを低減

する方法について説明します。リアルタイムトラフィック向けに遅延とジッタを低減するため

に、シスコが提供しているメカニズムの 1つが、マルチリンク PPP（MLP）です（マルチリン
クとも呼びます）。このモジュールでは、マルチリンクと、マルチリンクPPPをネットワーク
ピアと共に使用して、ネットワーク上のリアルタイムトラフィック向けに遅延とジッタを低減

する方法について説明します。

•機能情報の確認（5ページ）
•マルチリンクに関する情報（6ページ）
•その他の参考資料（9ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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マルチリンクに関する情報

マルチリンクのキューイングメカニズム

次のキューイングメカニズムをマルチリンクで使用できます。

•低遅延キューイング（LLQ）

•重み付け均等化キューイング（WFQ）

•クラスベース重み付け均等化キューイング（CBWFQ）

マルチリンク機能

マルチリンクは、最も高いレベルで、複数の論理データリンクにまたがってパケットインター

リーブ、パケットフラグメンテーション、パケットのシーケンス変更を行います。パケット

インターリービング、パケットフラグメンテーション、およびパケットのシーケンス変更は、

ネットワークリンク上でリアルタイムパケット（音声パケットなど）を送信するために必要

な、高速な転送時間に対応するために使用します。マルチリンクは、低速なネットワークリン

ク（つまり、リンク速度が 768 kbps以下のネットワークリンク）で特に有効です。

マルチリンクインターリービング

マルチリンクインターリービングは、次の 2つのマルチリンク動作からなります。

•パケット（またはデータグラム）をフラグメント化する機能

• 2つ以上の独立したデータストリームを多重化する機能

インターリービングという用語は、後者の動作に基づいています。つまり、ネットワークピア

によって独立して処理される2つ以上の独立したデータストリームをインターリーブすること
です。

マルチリンクインターリーブは、短いリアルタイムパケット（つまり、時間的制約のあるパ

ケット）を、所定の時間（「遅延許容時間」）内に、ネットワークピアに送信することができ

るメカニズムです。このタスクを完了するために、マルチリンクインターリーブでは、時間的

制約のあるパケットの送信を優先して、大きくて時間的制約のない（「バルク」）データグラ

ムまたはパケットの送信を中断します。リアルタイムパケットが送信されると、システムはバ

ルクパケットの送信を再開します。

例を挙げて遅延バジェットの概念について説明します。ネットワークが大きなデータグラムの

ネットワークピアへの送信を開始します。大きなデータグラムの転送には、500ミリ秒（ms）
かかります。3ミリ秒後（大きなデータグラムをまだ転送している間に）、音声パケットが送
信キューに到着します。大きなデータグラムが完全に送信されるまで（497ms後まで）、音声
パケット（時間的制約が大きいパケット）は許容できない遅延（つまり、遅延許容時間を超

過）の影響を受けます。
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マルチリンクインターリービングは、Voice over IP（VoIP）のように、その機能が長すぎる遅
延によって悪影響を受けるアプリケーションで特に有効です。それだけでなく、Telnetパケッ
トなどの他の「対話型」データの形式にも有効です。Telnetパケットでは、ユーザがキーボー
ドから入力したキーストロークがエコーされます。

マルチリンクフラグメンテーション

マルチリンクフラグメンテーションでは、大きなデータグラムが多数の小さなパケットフラ

グメントにフラグメント化（「細切れに」）され、マルチリンクヘッダーがパケットフラグ

メントに追加され、パケットフラグメントが別々にネットワークピアに転送されます。

インターリーブがイネーブルになっている場合、パケットフラグメントは十分に小さく、それ

を転送するのに要する時間は、リアルタイム（時間に敏感な）データパケットを転送するため

の時間バジェットを超えません。リアルタイムデータパケットは大きなデータグラムのフラ

グメントの間にインターリーブされます。

マルチリンクが別のデータパケットフラグメントまたはフレームを受信側のネットワークピ

アに送信する準備をするたびに、マルチリンクはまずリアルタイム（時間に敏感な）パケット

が送信キューに到着しているかどうかを確認します。到着している場合、優先順位が高いパ

ケットが最初に送信されてから、大きなデータグラムの次のフラグメントが送信されます。

プライオリティパケットが受信ネットワークリンクに到着するまでの時間遅延は、ネットワー

クリンクレベルでの通常のシリアル化遅延に従います。つまり、プライオリティパケットを

送信する前に、すでに送信済みの他のデータを終了しておく必要があります。長いデータグラ

ムを小さいフラグメントに分割し、フラグメント間に新しく到着したプライオリティフレーム

がないかをチェックすることにより、プライオリティフレームの遅延は、大きなデータグラム

全体の送信時間ではなく、前回キューに入れられたフラグメントの送信に要する時間のみにな

ります。

そのため、プライオリティパケットのストリームへの挿入の応答性は、フラグメントの最大サ

イズで決まります。フラグメントサイズは、pppmultilink fragment delayコマンドでフラグメ
ント遅延を調整することにより調整できます。

正しい転送と再構成（後で実行されます）順序を保証するため、パケットをキューから取り出

した後で送信準備をするときに、マルチリンクヘッダーが大きなデータグラムのフラグメント

に追加されます。

次の図は、マルチリンクによってパケットのフラグメント化とインターリーブが行われるよう

すを単純化したものです。
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図 1 :マルチリンクフラグメンテーションとインターリーブ

上記の図では、IP音声パケットと大きなデータグラムの両方が 1つのネットワークリンクか
らインターフェイスに到着しています。実際のネットワークには複数のリンクが存在すること

があります。IP音声パケットと大きなデータグラムは、それらの分類に従ってキューに入れら
れます。大きなデータグラムはフラグメント化されます（IP音声パケットはフラグメント化さ
れません）。IP音声パケットは、マルチリンクヘッダーが追加される大きなデータグラムの
フラグメント間でインターリーブされます。

キューから取り出して送信されるパケット

大きなデータグラムをキューから取り出し、メンバーリンクで領域が使用可能になると、マル

チリンクは元の大きなデータグラムからフラグメントを1つ取り、そのリンク上でフラグメン
トを送信します。マルチリンクが完全にデータグラムフラグメントを送信する前に IP音声パ
ケット（または他のリアルタイムパケット）が送信キューに到着した場合、次にリンクでパ

ケットの送信が可能になると、マルチリンクは優先順位の高いパケットをキューから取り出し

て送信します。大きなデータグラムの別のフラグメントの代わりに、優先順位の高いパケット

が送信されます。

マルチリンクシーケンス変更

マルチリンクバンドルは、ネットワークリンク上の仮想的なポイントツーポイントプロトコ

ル（PPP）接続またはセッションです。ネットワークの送信側のマルチリンクバンドルは、
ネットワークリンクの受信側のマルチリンクバンドルにフラグメントを送信します。

ネットワークの受信側のマルチリンクバンドルは、送信マルチリンクバンドルからフラグメ

ントを受け取ります。

フラグメントを受信すると、マルチリンクバンドルは、送信側によってフラグメントに追加さ

れたマルチリンクヘッダー内のシーケンス番号を使用して、フラグメントから元の大きなデー

タグラムを再構成（シーケンス変更）します。その後、再構成された大きなデータグラムは通

常どおり転送されます。
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マルチリンクバンドルとそのネットワークリンク

前述のように、マルチリンクバンドルはネットワークリンク上の仮想的な PPP接続です。送
信側のマルチリンクバンドルは、ネットワークリンク上で受信側マルチリンクバンドルにパ

ケットを送信します。受信側では、フラグメントのマルチリンクヘッダー内のシーケンス番号

を使用して、マルチリンクバンドルがフラグメントを再構成します。

マルチリンクバンドル内の個々のメンバーリンクは、標準的なシリアル PPP接続です。PPP
over ATM、PPP over Frame Relay、ダイヤルインターフェイス上の PPPなど、ほとんどの形態
の PPP接続をバンドルのメンバーリンクとして使用できます。しかし、特に PPP over ATM、
PPP over Frame Relay、PPP over Ethernetなどの「トンネリング」プロトコル用のメディアタイ
プでは、特定のメディアタイプ上で PPPセッションを使用することに関する制約事項や問題
があります。

その他の参考資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions
Command Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマンド
モード、コマンド履歴、デフォルト設定、使用

上のガイドライン、および例

「Applying QoS Features Using the MQC」モ
ジュール

LLQ、WFQ、CBWFQおよびその他のキューイ
ングメカニズム

『シリアルインターフェイスリンク上での

マルチリンク PPPの使用』モジュール
シリアルインターフェイスリンク上のマルチリ

ンク PPP

標準

タイト

ル

標準

--新しい規格または変更された規格はサポートされていません。また、既存の規格に

対するサポートに変更はありません。
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マルチリンク PPP（MLP）を使用したリアルタイムトラフィックに対する遅延とジッタの低減

マルチリンクバンドルとそのネットワークリンク

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/qos/command/reference/qos_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/qos/command/reference/qos_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ios_xe/qos/configuration/guide/qos_mqc_xe.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ios_xe/qos/configuration/guide/mlppp_over_serial_xe.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/ios_xe/qos/configuration/guide/mlppp_over_serial_xe.html


MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSXEソフトウェ
アリリース、およびフィーチャセットのMIBの場
所を検索しダウンロードするには、次のURLにある
Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

新しいMIBまたは変更されたMIBは
サポートされていません。また、既存

のMIBに対するサポートに変更はあり
ません。

RFC

タイトルRFC

『The PPPMultilink Protocol (MP)』RFC
1990

シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれたTechnical Assistanceの場合★右

のURLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

QoS：遅延およびジッターのコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
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その他の参考資料

http://www.cisco.com/go/mibs
http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html


第 4 章

シリアルインターフェイスリンク上での

マルチリンク PPPの使用

このモジュールでは、シリアルインターフェイスリンク上でマルチリンク PPPを使用する方
法について説明します。

Cisco IOS XEソフトウェアリリース 2.1では、シリアルインターフェイスリンク上のマルチ
リンク PPPが唯一サポートされるマルチリンク PPPタイプです。マルチクラスMLPPPはサ
ポートされません。

（注）

•機能情報の確認（11ページ）
•シリアルインターフェイスリンク上でのマルチリンク PPPの使用に関する前提条件（12
ページ）

•シリアルインターフェイスリンク上でのマルチリンク PPPの使用に関する制約事項（12
ページ）

•シリアルインターフェイスリンク上でのマルチリンク PPPの使用に関する情報（12ペー
ジ）

•シリアルインターフェイスリンク上でマルチリンク PPPを設定する方法（13ページ）
•シリアルインターフェイスリンク上でマルチリンク PPPを使用するための設定例（17
ページ）

•その他の参考資料（19ページ）
•シリアルインターフェイスリンク上でのマルチリンク PPPの使用に関する機能情報（21
ページ）

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートさ

れているとは限りません。最新の機能情報および警告については、「Bug Search Tool」および
ご使用のプラットフォームおよびソフトウェアリリースのリリースノートを参照してくださ

QoS：遅延およびジッターのコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
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い。このモジュールで説明される機能に関する情報、および各機能がサポートされるリリース

の一覧については、機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

シリアルインターフェイスリンク上でのマルチリンク

PPPの使用に関する前提条件
『マルチリンクPPP（MLP）を使用したリアルタイムトラフィックに対する遅延とジッタの低
減』モジュールの概念についての知識が必要です。

マルチリンクを設定する前に、低遅延キューイング（LLQ）、重み付け均等化キューイング
（WFQ）、重み付けランダム早期検出（WRED）などのキューイングメカニズムを必要に応
じて有効化してください。

シリアルインターフェイスリンク上でのマルチリンク

PPPの使用に関する制約事項
マルチリンクバンドルのリンクが1つの場合や、インターリーブされたパケットのパケット順
序が重要でない場合は、マルチクラスなしの Link Fragmentation and Interleaving（LFI）を使用
します。マルチリンクバンドルに複数のリンクがある場合は、マルチクラスありのLFIを使用
します。

Voice over IP（VoIP）のみがサポートされます。

Cisco IOS XEリリース 2.1では、シリアルインターフェイスリンク上のマルチリンク PPPが
唯一サポートされるマルチリンク PPPタイプです。マルチクラスMLPPPはサポートされませ
ん。

シリアルインターフェイスリンク上でのマルチリンク

PPPの使用に関する情報

シリアルインターフェイスリンク上でのMQCとマルチリンク PPP
シリアルインターフェイスリンク上でマルチリンク PPPを使用する前に、トラフィックポリ
シー（ポリシーマップ）を作成する必要がありますポリシーマップは、モジュラ Quality of
Service（QoS）コマンドラインインターフェイス（CLI）（MQC）を使用して作成されます。

QoS：遅延およびジッターのコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
12

シリアルインターフェイスリンク上でのマルチリンク PPPの使用

シリアルインターフェイスリンク上でのマルチリンク PPPの使用に関する前提条件

http://www.cisco.com/go/cfn


シリアルインターフェイスリンク上でマルチリンクPPP
を設定する方法

マルチリンクグループインターフェイスにおけるシリアルインター

フェイスリンク上でのマルチリンク PPPの設定

始める前に

この作業を開始する前に、ポリシーマップを作成する必要があります。ポリシーマップには、

distributed LLQ（dLLQ）などの特定の QoS機能をネットワークトラフィックに適用するため
に使用される設定パラメータが含まれます。ポリシーマップを作成するには、MQCを使用し
ます。

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface multilink multilink-bundle-number
4. ip address ip-address mask [secondary]
5. service-policy output policy-map-name
6. service-policy input policy-map-name
7. ppp multilink fragment delay milliseconds [microseconds]
8. ppp multilink interleave
9. ppp multilink multiclass
10. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

マルチリンクバンドルを作成し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。

interface multilink multilink-bundle-number

例：

ステップ 3

QoS：遅延およびジッターのコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
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目的コマンドまたはアクション

Router(config)# interface multilink 1
•マルチリンクバンドル番号を入力します。

インターフェイスのプライマリ IPアドレスを設定
します。このコマンドは、インターフェイスに対し

ip address ip-address mask [secondary]

例：

ステップ 4

て、オプションのセカンダリ IPアドレスの設定も
できます。Router(config-if)# ip address 10.10.100.1

255.255.255.0
•プライマリ IPアドレス（必要に応じて、セカ
ンダリ IPアドレスも）を入力します。

前に作成した QoSトラフィックポリシー（ポリ
シーマップ）を適用します。ポリシーマップは、

service-policy output policy-map-name

例：

ステップ 5

インターフェイスから送信されるトラフィック向け

の QoS機能を評価して適用します。Router(config-if)# service-policy output policy1

•ポリシーマップ名を入力します。

前に作成した QoSトラフィックポリシー（ポリ
シーマップ）を適用します。ポリシーマップは、

service-policy input policy-map-name

例：

ステップ 6

インターフェイスで受信されるトラフィック向けの

QoS機能を評価して適用します。Router(config-if)# service-policy input policy1

•ポリシーマップ名を入力します。

マルチリンク PPP（MLP）バンドル上のパケット
フラグメントの最大サイズを時間単位で指定しま

す。

ppp multilink fragment delay milliseconds
[microseconds]

例：

ステップ 7

•最大時間をミリ秒単位で入力します。
Router(config-if)# ppp multilink fragment delay
20

マルチリンクバンドル上での大型パケットのフラ

グメント間へのパケットのインターリーブをイネー

ブルにします。

ppp multilink interleave

例：

Router(config-if)# ppp multilink interleave

ステップ 8

（任意）インターフェイス上でマルチリンクマル

チタスク PPP（MCMP）をイネーブルにします。
ppp multilink multiclass

例：

ステップ 9

このコマンドは、マルチリンクバンドル

に複数のリンクがある場合にだけ使用し

てください。

（注）
Router(config-if)# ppp multilink multiclass

（任意）インターフェイスコンフィギュレーショ

ンモードを終了します。

end

例：

ステップ 10

QoS：遅延およびジッターのコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
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マルチリンクグループインターフェイスにおけるシリアルインターフェイスリンク上でのマルチリンク PPPの設定



目的コマンドまたはアクション

Router(config-if)# end

シリアルインターフェイスとマルチリンクグループとの関連付け

手順の概要

1. enable
2. configure terminal
3. interface serial slot / port : timeslot
4. no fair-queue
5. encapsulation ppp
6. ppp multilink
7. ppp multilink group group-number
8. end

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Router# configure terminal

チャネライズド E1またはチャネライズド T1コント
ローラ（ISDNPRI、チャネル連携シグナリング、ま

interface serial slot / port : timeslot

例：

ステップ 3

たは robbed-bitシグナリングの場合）で作成したシ
Router# interface serial 4/1:23 リアルインターフェイスを指定し、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードを開始します。
例：

•チャネル化 E1または T1コントローラが配置さ
れているスロット番号またはポート番号を入力

します。

WFQを無効化（VIP対応ルータの場合は DWFQを
無効化）します。

no fair-queue

例：

ステップ 4

Router(config-if)# no fair-queue

QoS：遅延およびジッターのコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
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シリアルインターフェイスとマルチリンクグループとの関連付け



目的コマンドまたはアクション

インターフェイスに使用するシリアルインターフェ

イスのカプセル化方式を設定します。

encapsulation ppp

例：

ステップ 5

Router(config-if)# encapsulation ppp

インターフェイス上でマルチリンクをイネーブルに

します。

ppp multilink

例：

ステップ 6

Router(config-if)# ppp multilink

物理リンクが指定されたマルチリンクグループのイ

ンターフェイスにだけ加入するよう制限します。

ppp multilink group group-number

例：

ステップ 7

•マルチリンクグループ番号を入力します。
Router(config-if)# ppp multilink group 1

（任意）インターフェイスコンフィギュレーション

モードを終了します。

end

例：

ステップ 8

Router(config-if)# end

シリアルインターフェイスリンク構成上でのマルチリンク PPPの確
認

手順の概要

1. enable
2. show interfaces [type number] [first] [last] [accounting]
3. show ppp multilink [active | inactive | interface bundle-interface | [username name] [endpoint

endpoint]]
4. show policy-map interface interface-name [vc [vpi/] vci] [dlci dlci] [input | output]
5. exit

手順の詳細

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードをイネーブルにします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求された場合）。

Router> enable

QoS：遅延およびジッターのコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
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目的コマンドまたはアクション

（任意）ルータまたはアクセスサーバで設定されて

いるすべてのインターフェイスの統計情報を表示し

ます。

show interfaces [type number] [first] [last] [accounting]

例：

Router# show interfaces

ステップ 2

（任意）マルチリンクバンドルに関するバンドル情

報を表示します。

show ppp multilink [active | inactive | interface
bundle-interface | [username name] [endpoint endpoint]]

例：

ステップ 3

Router# show ppp multilink

（任意）指定されたインターフェイスまたはサブイ

ンターフェイス、またはインターフェイス上の特定

show policy-map interface interface-name [vc [vpi/]
vci] [dlci dlci] [input | output]

例：

ステップ 4

の相手先固定接続（PVC）のどちらかで、すべての
ポリシーに対して設定されたすべてのクラスのパ

ケット統計値を表示します。Router# show policy-map interface serial0/0/0

（任意）特権 EXECモードを終了します。exit

例：

ステップ 5

Router# exit

シリアルインターフェイスリンク上でマルチリンクPPP
を使用するための設定例

マルチリンクグループインターフェイスにおけるシリアルインター

フェイスリンク上でのマルチリンク PPPの設定：例
次に、マルチリンクグループインターフェイスにおけるシリアルインターフェイスリンク上

でのマルチリンク PPPの設定例を示します。

Router> enable

Router# configure terminal

Router(config)# interface multilink 1

Router(config-if)# ip address 10.10.100.1 255.255.255.0

QoS：遅延およびジッターのコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
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Router(config-if)# service-policy output policy1

Router(config-if)# service-policy input policy1

Router(config-if)# ppp multilink fragment delay 20

Router(config-if)# ppp multilink interleave

Router(config-if)# ppp multilink multiclass

Router(config-if)# end

シリアルインターフェイスとマルチリンクグループとの関連付け：

例

次に、シリアルインターフェイス serial4/1をマルチリンクグループと関連付ける例を示しま
す。

Router> enable

Router# configure terminal

Router(config)# interface serial 4/1:23

Router(config-if)# no fair-queue

Router(config-if)# encapsulation ppp

Router(config-if)# ppp multilink

Router(config-if)# ppp multilink group 1

Router(config-if)# end

例：シリアルインターフェイスリンク構成上でのマルチリンク PPP
の確認

次の 1つ以上の showコマンドを使用して、シリアルインターフェイスリンク設定上でマルチ
リンク PPPを確認できます。

• show interfaces

QoS：遅延およびジッターのコンフィギュレーションガイド（Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x向け）
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シリアルインターフェイスリンク上でのマルチリンク PPPの使用

シリアルインターフェイスとマルチリンクグループとの関連付け：例



• show ppp multilink

• show policy-map interface

次のセクションでは、showpppmultilinkコマンドのみの出力例を示します。その他のコマンド
の出力例については、『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command Reference』を参照してく
ださい。

show ppp multilinkコマンドの出力例

次に、showpppmultilinkコマンドの出力を示します。この例では、bundle-1と呼ばれるマルチ
リンクバンドルがシステム上にあります。このバンドルには、アクティブリンクと非アクティ

ブリンクの 2つのメンバーリンクがあります。

Router# show ppp multilink
Multilink2, bundle name is bundle-1
Endpoint discriminator is bundle-1
Bundle up for 00:00:09, 1/255 load
Receive buffer limit 12000 bytes, frag timeout 1500 ms
0/0 fragments/bytes in reassembly list
0 lost fragments, 0 reordered
0/0 discarded fragments/bytes, 0 lost received
0x0 received sequence, 0x3 sent sequence

Member links:1 active, 1 inactive (max not set, min not set)
Se3/2, since 00:00:10, 240 weight, 232 frag size
Se3/3 (inactive)

その他の参考資料
ここでは、ATMリンク上でのマルチリンク PPPの使用に関する参照資料を紹介します。

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Quality of Service Solutions Command
Reference』

QoSコマンド：コマンド構文の詳細、コマ
ンドモード、コマンド履歴、デフォルト設

定、使用上のガイドライン、および例

「ConfiguringWeighted Fair Queueing」モジュールLLQ、WFQ、CBWFQ、PQ、CQ、FIFOお
よびその他のキューイングメカニズム

「ApplyingQoSFeaturesUsing theMQC」モジュー
ル

MQC

『Configuring Media-Independent PPP and Multilink
PPP』モジュール

マルチリンク PPPの設定

『Configuring Virtual Template Interfaces』モジュー
ル

バーチャルテンプレートインターフェイ

ス
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マニュアルタイトル関連項目

『マルチリンクPPP（MLP）を使用したリアルタ
イムトラフィックに対する遅延とジッタの低減』

モジュール

マルチリンク PPPの概要モジュール

『フレームリレー上でのマルチリンク PPPの使
用』モジュール

フレームリレー上のマルチリンク PPP

『ダイヤラインターフェイスリンク上でのマル

チリンク PPPの使用』モジュール
ダイヤラインターフェイスリンク上のマ

ルチリンク PPP

『シリアルインターフェイスリンク上でのマル

チリンク PPPの使用』モジュール
シリアルインターフェイスリンク上のマ

ルチリンク PPP

標準

タイト

ル

標準

--新しい規格または変更された規格はサポートされていません。また、既存の規格に

対するサポートに変更はありません。

MIB

MIBのリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリース、お
よびフィーチャセットに関するMIBを探してダウ
ンロードするには、次の URLにある Cisco MIB
Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

新しいMIBまたは変更されたMIBはサ
ポートされていません。また、既存の

MIBに対するサポートに変更はありませ
ん。

RFC

タイトルRFC

『 The PPP Multilink Protocol (MP)』RFC
1990

『Multiclass Extension to Multilink PPP (MCML)』RFC
2686
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シスコのテクニカルサポート

Link説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.html★枠で囲まれたTechnical Assistanceの場合★右

のURLにアクセスして、シスコのテクニカル
サポートを最大限に活用してください。これ

らのリソースは、ソフトウェアをインストー

ルして設定したり、シスコの製品やテクノロ

ジーに関する技術的問題を解決したりするた

めに使用してください。このWebサイト上の
ツールにアクセスする際は、Cisco.comのログ
イン IDおよびパスワードが必要です。

シリアルインターフェイスリンク上でのマルチリンク

PPPの使用に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を

検索するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。Cisco Feature Navigatorにアクセスするに
は、www.cisco.com/go/cfnに移動します。Cisco.comのアカウントは必要ありません。

表 1 :シリアルインターフェイスリンク上でのマルチリンク PPPの使用に関する機能情報

機能の設定情報ソフトウェアリ

リース

機能名

MLPPPQoS機能は、分散階層型キューイングフレー
ムワーク（HQF）を使用して、マルチリンク PPP
（MLPPP）を実装します。MLPPP QoS機能は、ク
ラスベースの重み付け均等化キューイング

（CBWFQ）、低遅延キューイング（LLQ）、重み
付けランダム早期検出（WRED）機能を実装しま
す。

Cisco IOS XE
Release 2.1

MLPPP QoS
（CBWFQ、LLQ、
WRED）
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